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健康意識の高まりの
中、クローズドネット
ワークで安価な購入品
を使い、深層学習を活
用して自己チェックでき
ないだろうか[1]

ストレスや疲労がわか
れば、その情報から音
楽のテンポを自由に変
えての音楽で癒しの可
能性について検討した
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音楽テンポの設定[5]

成人の平均心拍数70～80および軽
度の運動時の心拍数100～120[6]か
ら設定したテンポは、心拍数が早
い時はゆっくりするために心拍数
の逆数として設定した
mod_tempo_bpm = 

 int(240 * ((75 / tempo_bpm) ** 2))

IoT( Jetson Orin Nano) のGPUメモ
リ環境より生成されるのは、2小節
分の音楽データ量であった
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健康レポートとしての出力
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１）心拍数を測定解析するフロー
ECGセンサーデータをBioSPPy関数[2]で数理処理して、A Deep 

Transferable Representationモデル[4]で解析する
2)音楽を生成するフロー

Bi-LSTMモデル[3]で生成した音楽を心拍数に応じてテンポを可変さ
せる

・心電図のモニタと解析をローカルな環境でもできることが検証できた
しかしながら測定の信頼性と判断基準の説明の必要性も実感した

・今回IoTにより生成されたのは、2小節分の音楽データで、リラクゼー
ション効果を検証するに十分なデータ量および質とは言えず、今後、ク
ラウドによる音楽生成について検討していきたい

心拍数の変化
心拍数の間隔
      R-R interval

NN interval

心拍変動(HRV)

ポアンカレプロット
LF/HF比

ｽﾄﾚｽﾚﾍﾞﾙ・ﾘﾗｯｸｽ度
心拍波形異常確認
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